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会員の皆さんへ 

会 長 江 口 吾 朗 

会長に就任して 羊一か年が経過いたしました。 この間，本学会をいかに 発展させるかにっき ま 

して，いろいろと 摸索して参りましたが ，具体的には 何 ひとつ実現することも 出来ませず，早く 

も私を推して 下さった会員の 皆さんのご期待を 裏 切ることとなっております。 現在，本学会は ， 

財政，機関誌としての D.G.D. の在り方，等々早急に 改善を求められている 難題をかかえてお 

ります。 ことに財政は ，前会長安堵郁夫先生の 絶大なご努力にも 拘らず学会の 将来が安じられる 

情況にあ ります。 一方， D.G.D. は編集主幹片桐千明先生のご 努力のお陰で ， 刊行が続げられ 

てはいますが ，国際学術雑誌としての 質的向上を図るには ，良い論文が 数多く投稿されることを 

望む以外に今のところ 妙案が生まれません。 これらの問題を 残された任期中に ，どれほど解決で 

ざ ますか，全く 自信がございません。 今後，運営委員会と 相図り，可能な 限り学会をょり 良く発 

展させるための 努力をする所存であ りますが，会員の 皆さんのご助力とご 協力を切に望んでおり 

ます。 

これは，私達発生研究者にとりましてはたいへん 喜ばしいことであ りますが，平成 5 年度から， 

文部省科学研究費補助金の 細目のひとっとして ，複合領域に 発生生物学が 設げられることとなり 

ました。 このことに関連しまして ，動物学会，植物学会， さらには学術会議動物科学研究連絡 委 

貝金等々におきまして ， ことに審査の 在り方について 検討がなされております。 わが国の科学研 

究費の現行制度が よ く機能するか 否かほ，審査制度に 大ぎく依存しています。 本学会としても 可 

能な限り公平かつ 信頼度の高い 審査制度が実現する よう 最大限の努力が 必要かと存じます。 発生 

生物学の細目が 設げられるのを 機に，会員の 皆さんから，審査の 在り方について ，積極的にご 意 

見が寄せられること 切に望んでおります。 
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日本発生生物学会第 25 回大会のお知らせ 

第 25 回日本発生生物学会大会は ， 1992 年 5 月 28 日～ 30 日に，横浜市開港記俳会館で 開催される 

ことになりました。 ここは大正 6 年に横浜開港 50 周年を記念して 建造された近代的ルネッサンス 

様式の建物で ， 港 横浜の歴史を 感じさせる雰囲気を 持っています。 皆様のご参加を 心よりお待ち 

致します。     

1)  期日 :1992 年 5 月 28 日 ( 木 ) ～ 5 月 30 日 ( 土 )   

2)  会場 : 横浜市開港記俳会館 

J R 根岸線・市営地下鉄線「関内」 駅 より徒歩約 10 分 

， JR 「横浜」 駅 兎ロより車で 15 分 

3) 参加申し込み   

① 同封の参加申し 込み書に必要事項を 記入して， 1992 年 3 月 12 日 ( 木 ) ( 当日消印有効 ) 

迄 にお申し込み 下さい。 

② 申し込み 先 ; 〒 236 横浜市金沢区瀬戸 22 一 2 

横浜市立大学文理学部生物学教室 

日本発生生物学会第 25 回大会準備委員会 

③ 大会参加費 :5000 円 ( 学生・院生 4000 円 ) 

大会参加費は 郵便局の定額小為替で ，指定受取人を 

  横浜市金沢区瀬戸 22 一 2  横浜市立大学文理学部生物学教室 

田澤 染 五郎   

として参加申し 込み書と共に 書留にてお送り 下さい。 

④懇親会を大会第 2 日目， 5 月 29 日に行ないます。 参加をご希望の 方は懇親会費 5000 円を 

大会参加費に 加算してお送り 下さい。 会場の都合上，当日の 受付が出来ない 可能性があ り 

ますので，参加ご 希望の方は，できるだけ 大会参加申し 込みと一緒にお 申し込み下さい。 

よろしくお願いします 0 

⑤ 同封の受 取 書の所定 欄 に名前および 必要事項を，また 表に郵便番号，住所および 氏名を 

記入し ， 必ず切手を貼って 下さるようお 願いします。 

⑥ 問い合わせ先 : 準備委員会 法高 誠 045 一 787 一 2214 直通 

4) 研究発表 

① 申し込み期限り 992 年 3 月 12 日 ( 木 ) 当日消印有効 

②本大会の研究発表は 口頭発表とポスター 展示の併用で 行ないます。 発表者はどちらかを 

選択して申し 込んで下さい。 ご希望の発表形式を 変えていただく 場合もあ りますのであ ら 

かじめ御了承下さい。 その決定は準備委員会にお 任せ下さい。 

尚 ，今回の大会ではポスター 展示の方にも 短時間 ( Ⅰ～ 2 分 ), スライドをⅠ 枚 使って 発 
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表していただきたいと 思います。 

③ 研究発表の申し 込み者は㈹同封の 参加申し込み 書に必要事項を 記入し， (m) 発表要旨と共 

に書留でお送り 下さい。 なお，連絡 書 にも筆頭発表者 ( 演者 ) 名を裏 面に，その連絡先を 

  表の宛名 欄 に記入の上，必ず 切手を貼ってお 出し下さい。 研究発表は 1991 年度までの会費 

納入者に限ります。 連名で発表される 場合には筆頭発表者 ( 演者 ) が申し込んで 下さい。 

それ以外の方は 参加申し込み 書の所定の欄に 筆頭発表者 ( 演者 ) 名を記入して 下さい。 

  ④発表要旨の 原稿は，そのまま 印刷しますので ， 黒 イソ ク で明瞭に書いて 下さい。 図表も 
  
印刷できます。 英文タイトル ，所属，氏名も 所定の欄にご 記入下さい。 

⑤ 口頭発表 : 発表時間 15 分 ( 口頭発表 12 分，討論 3 分 ) 。 会場には 35 ㎜ 版 ( 外枠 50X50 Ⅱ u の 

スライドプロジェクタ 一一台を用意します。 スライド枚数は 一演題につき 10 

  

  

枚 以内とします。 1f6ttluI フィルムの映写機や 他の投影機の 使用を希望される 万 
  

は事前に大会準備委員会 ( 電話 : 045 一 787 一 2214) にご相談下さい。 

ポスター展示 : " ネルサイズは 幅 180cmxl20cm です。 形式は特に定めません。 " ネル ヘ 

のはり フげ 用具 ( 両面接着テープ 等 ) は準備委員会で 用意致します。 

ポスター展示の 要旨口頭発表を ， 2 日目の午後に A 会場で行ないます。 演題 

  1 つにつき，時間 1 分 30 秒 ( 演者交代時間も 含む ), ヌ 、 ライド 1 枚 榊 使って 

発表して下さい。 順番はポスター 展示の番号の 若い順とします。 

5) 大会準備委員会では 宿泊のお世話はいたしません。 現在交通，宿泊のお 世話をする会社を 

選定中です。 4 月上旬ごろ案内をお 送り敷ルますので ，希望者は各自申し 込んで下さい。 

発表要旨記入側 

  フォリ スメチ ソ に よ るアクチ ビソ A および植物極化因子の 

@+l-@ 葉 分化誘導の阻害について 
  

横浜太郎， 港 花子 ( 横浜市立大・ 生物 ) 

Follistatin@ inhibits@ the@ mesoderm-inducing@ activity@ of@ activin@ A 

and the vegetalizing from…hicken embryos     
T ， Yokohamo@ and@ H ， Minoto 

Dept. of 団 oL., Yokohama City Univ., Yokohama 236 

一個の卵細胞から 完全な生物の 形作りを行 う 過程では複雑な 現象が起こっている。 組織，器官   

の形成には多段階的な 誘導現象が起こっていると 考えられる。 両生類の形作りの 中で最初に起こ 

る 誘導現象に桑実胚期から 胞胚 期 にかげて起こる ヰ 胚葉誘導があ る。 
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英文要旨の発行停止は 学会の活性を 低下させるか ? 

米 田 満 樹 

サーキュラー 69 号にでた加藤秀生さんによる 記事は，わが 学会の ( 活性が低下していく ヮ ] と 

か 5, あ っと驚くタイトルで ，論旨は英文の 学会アブストラクト ( 以下英文要旨と 略 ) の発行を 

やめたことが ， [ 研究の国際 ィヒ から取り残され ， ひいてほ本学会が 衰退していく コ かもしれない 

とい 5 危惧を表明されているものと 私は理解しました。 DGD から英文要旨を 省くことを示唆し 

たのは元編集主幹だった と ぎの私ですが ，まさかこの 廃止が学会の 活性低下や，国際化の 低下を 

招く副作用があ ろうとは，想像もせぬことでしたし ，加藤さんの 記事に接した 今でもまだ，その 

「危惧」についての 実感はあ りません。 以下に私の意見を 書きます。 なおこの小文で C コは 加 

藤さんの記事からの 引用です。 

北米や ョ一 a ッパ に，本学会のような 発生生物学の 口一か し な年会があ ったとして，それらの 

大会の英文要旨が ，当該学会の 圏外に ( つまり日本の 研究者のところにまで ) 定期的に伝えられ 

ている例を私は 知りませんから ，発生生物学とい 5 分野で日本発生生物学会だけがこの 種の サ一 

ビスをしていたことになります。 この分野で後発の 諸国からの英文要旨は ，サービスと か 5 より 

は，先進国に 無視されないための 定期的な宣伝という 性格だと思います。 でも日本での 状況は変 

わり ( 平均した質ではなお 後進国であ っても ), 昔のように「学会発表はしたが ， 英語が苦手で 

論文にはしていない」のが 当然至極ではなくなり ，学会で発表をするころには ， D.B. やら， De- 

velopment, または， DGD への原稿を書こ う としているという 位に，特に若手は ，苦労もなく 

( 苦労もせずに ，いい加減な 原稿のまま平気で 投稿する傾向がはびこるほどに ) 大胆にフルペー 

パ一を書げる 時代になりました。 つまり個々の 研究者のレベルでいえば ，国際 誌 におのれの論文 

が 掲載されることで ，研究の交流が 果たせる時代です。 英文要旨のおかげでからくも [ 国際化か 

ら 取り残され コ ないですむ時代とは 思いません。 

加藤さんは，題名と 著者名だけを 英語にした要旨 集が ，日本語の読めない 人に ( いらだたしさ コ 

を 覚えさせるのでほないか ， と言われます。 英文要旨ならずっとましでしょうか ?  私にはそ う 

は思えません。 J. Cell mol. にでる学会アブストラクトが ，デイテイルも ，学会での評価も 教 

えてくれず，どの 程度に確かな 情報 か ，その学会に「出席しなかった」ものにはわからない ， そ 

の 「いらだたしさ」をやっぱり 感じるからです。 「英文要旨は 論文と違って ，レビューを 通って 

いないから情報として ダメだ 」という原則論をここでむしかえすつもりはあ りません。 学会発表 

も，聴衆の喝釆や 無言の無視などのフイルタ 一にかかり，聴衆の 暗黙の合意という 一種のレビュ 

一な う げます。 英文要旨の問題点はそれが「聴出によるレビュー」以双の 予定原稿であ ることで 

す。 印刷物としては 残らず，出席者だげに 伝わる部分の 方が，より新鮮な 情報と私は思います。 

( そうでなければ 誰が，旅費と 時間をかけて 学会などに出席するでしょう か ?) 。 つまり， p 一 

カル社学会は 情報の伝達に 関し ( 学会覚に対して ) もとも と 閉鎖的なのであ り，日本の学会だ け 

の責任ではあ りません。 加藤さんのいわれる ( 閉鎖的 ヱッ ポンコ と 言 う 慢罵がこの場合にあ ては 
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まるとは思いません。 

加藤さんはまた ， [ 英文アブストラクトの 廃止によって 研究の priority を発表する場を ( 大会 

が ) 提供できなくなった ) とされています。 この点で私は 違う見解を持ちます。 D.B. の投稿 規 

定 には， 「アブストラクト は 文献リストに 含めないこと」 とも読めるような 記述があ り，事実， 

現在の D.B. でアブストラクトの 引用をみつげることは 稀です。 DGD は明示的に「アブストラ 

クト は 文献リストに 含めない ( テキスト中で 引用するのはよい ) 」としています。 とにかく， 英 

文 要旨がプライオリティを 客観的に保証するものではなくなっている ( 引用されなくても 仕方な 

い ) と私は思っております。 研究のプライオリティを 主張する根拠に ，著者が自身の 英文要旨を 

持ち出すのは 自由ですが，他者がそれを 評価するかどうか ほ わかりません。 DGD の編集をした 

私の体験でほ ，投稿論文の 中で英文要旨が 引用されるのは ，大抵の場合著者自身に よ る引用で， 

他者のプライオリティを 評価するための 引用は稀でした。 一方，英文要旨は 研究のア イ デ イァ を 

読者に提供するので ，手の早い読者なら ( 合法的に ) 論文発表で先を 越すこともあ りえます。 英 

文 要旨 ゐ 発行がつづげば ，国外にライバルをもつ 研究者達は，論文の 出版が確実になるまで 学会 

での発表を控えるでしょ 5 。 出席した聴出にだ け 伝えられるホットな 情報という魅力が 減ったら， 

それこそ学会大会の 活性が低下することにならないかと ，その方が私の 危惧です。 

学会が英文要旨を 廃止した事情について ，会長がサーキュラー 66 号に書いた説明は ，主 に 財政 

的な困難をあ げています。 加藤さんが期待されるところの ， ( 英文要旨の復活に 向けて学会執行 

部 が   果敢な努力を 展開する コ というのほ ， 即ち金を集める 努力のことです。 学会執行部がそ 
こまでして英文要旨を 復活するメリットが ( 学会にとって ) あ ろうとは思いません。 

加藤さんが合わせて 4 回言及されている「国際的 / 国際化」についてほ ，学会としていずれは 

検討を迫られるもっと 本質的なことが 別にあ ると私は思います。 それは， 日本語のできない 会員 

が国内や国外で 増加したときに ， ロ 一ヵ か な日本語圏の 学会として，どんな 対応ができるかです 

( 英語版のサーキュラー 9 . 講演討論は英語にする ?) 。 問題の奥深さ ( と学会財政の 貧窮 ) を 

考えたら，言語障壁をもつ 故に p 一 か し であ るこの国で， 学会運営の「国際化」の 途は， ( 言葉 

の甘い響きとは 裏 腹 に ) そう簡単ではないと 思っております。 

事務局より 

●前々号のサーキュラ 一発行時より 現在までに，以下の 会員の方から DGD 基金へ 御 寄付を頂き 

ました。 厚くお礼申し 上げるとともに ，お名前をここに 記して感謝致します。 しかしまだ予算と 

して計上した 額にはるかに 達しないのが 現状です。 どうか引き続き DGD 基金に 御 寄付頂きます 

  よ う， よろしくお願い 致します。 ( 巻末の振替用紙をご 活用下さい ) 。 

記 

DGD 基金 御 寄付者氏名 ( アイ ウヱオ順 ，敬称略， 6 月 30 日現在 ) 

京都大学理学部分子発生学， 固 まりな， 原 幸喜，矢崎育子 
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第 15 期最初の総会開催される 

平成 3 年 8 月 日本学術会議広報委員会 
  

日本学術会議の 第 15 期が 7 月 22 日から発足し 7 月 22 日 一 24 日の 3 日間， 第 15 期 最初の総会が 開催されましたので・その 

総会等についてお 知らせします。 

日本学術会議第 l12 回総会報告 

7 月 22 日の第 15 期の発足に伴い ，内閣総理大臣による 日 これは，第 15 期の活動の基本計画の 立案を目的とする 臨時 
本学術会議会員の 辞令交付が行われた。 第 15 期の会員は ， の 委員会を次の 定例総会までの 間・設置すると ぃ う と を 

選出制度が学術研究団体を 基礎とする推薦方式になって ， 内容としている。 そしてこの提案は 原案どおり可決された。 
3 回目の会員てあ る。 この 第 15 期会員による 最初の総会で 総会終了後・ 直ちに各部会が 開会され，設置が 決定され 
あ る，第 112 回総会か 7 月 22 日から 24 日までの 3 日間，本 た第 15 期活動計画委員会委員の 選出等が行われた。 
会議講堂で開催された。 なお，この第 15 期活動計画委員会は．総会期間中に 第 1 
第 1 日日 (22 日 ) は，午前は新会員への 辞令交付 式 があ 

り ，牛後総会が 開会され，直ちに ，会長友 ひ両 副会長の選 活動に関するアンケートの 回の会議を開き ，全会員を対象にした 実施を決めるなど 第 15 期の学術会議の ，早速その 活 
挙 が行われた。 会員による互選の 結果，会長には 近藤次郎 動を開始した。 

第 5 部会員が 13 期， 14 期に引き続き 三遷された。 人文科学 また，運営審議会附置委員会。 常置委員会・ 国際対応安 
部門の副会長には ，川田 侃 第 2 部会員，自然科学部門の 副 員 全等も活動を 開始した。 
会長には， 渡漣格 第 4 部会員が選出された ( 渡漫 副会長は 

再選 ) 。 選挙終了後，近藤会長から「新人の 方が半数以上お 第 l5 期日本学術会識の 辞令交付 式 等について 
られ，大きな 抱負をもっておられると 居 、 う 。 挫折感を持つ 

ことのないようできるだけの 努力をしたひ。 皆様にも 御協 第 112 回総会に先立ち ，第 15 期日本学術会議会員の 辞令 
力をお願いしたいむとの 就任のあ いさつがあ り。 又 。 川田， 交付 式か 7 月 22 日 ( 月 ) 1W 時から、 総理大臣官邸ホールで 

渡遇両 副会長からもそれぞれ 就任のあ いさつかあ った。 行われた。 辞令交付 式は ・海部内閣総理大臣，坂本内閣官 
会長，副会長選出後は ，直ちに各部会が 開催され，各部 房 長官・大島，石原画官房副長官，稲橋総理府次長等の 出 
の部長，副部長，幹事の 選出が行われた。 ( 第 15 期の役員 席を得て執り 行われた。 
ほ ついては，別掲を 参照 ) 第 工部から第 7 部までの会員 1 人ずつの名双が 読み上げ 
第 2 日目は 10 時に総会か開催され ，近藤会長か 14 期の会 られた 後 全会員の最年長であ る 渡扮格 第 4 部会員が代表し 

長 という資格で 第 U4 期の総括的な 活動報告を行った。 その て 海部総理から 辞令を手渡された。 この後・海部総理大臣 
報告の折々には ，国際交流とか ，将来計画委員会．学術会 から「会員の 皆様には，創造性豊かな 科学技術の発展， 総 
議の予算等，会長の 感慨，または 感想をも交えてその 所感 合的 観点に立った 学術研究に係る 諸活動に 御 尽力いただき 

を 述べた。 続いて，会員推薦管理会報告として ，久保亮五 たいⅡとのあ いさつがあ り，これに応えて 第 15 期会員を代 
委員長の代理として 事務総長が， 第 15 期会員の推薦を 決定 表して 渡渡格 会員が「微力ながら 全力を尽くし 重要な責 
するまての経過報告を 行った。 務 を全うし，国民の 期待に応えたいⅡとあ いさつがあ り・ 
引き続き，会長から 3 日目の総会で 提案・審議する 予定 式は終了した。 式には 192 名の会員が出席した。 
の 「第 lR 期 活動計画委員会の 設置について ( 申合せ 案 ) 」に また，総会 2 日目の夕方には．学術会議ホールで ，坂本 
関する各部での 事前討議について ， 並 ひに各常置委員会の   官房長官主催の 第 15 期会員就任パーティーが 開催された。 パ 

各部ての委員の 選出について ，それぞれ各部へ 依頼した。 一 ティーは坂本官房長官のあ いさつで開会し 日本学士院 院 

総会終了後，各部会か 開催され，前述の 申合せ案の討議 長代理の藤田良雄幹事の 祝辞かあ り，これに対する 近藤 会 

及ひ 各常置委員会委員の 選出等か行われた。 長の答礼のあ いさつ，沢田敏男日本学術振興会会長の 発声 
第 3 日目 (24 日㌔ 10 時に総会が開会され ，会長から「第 による乾杯の 後，懇談に入った。 ホールには溢れんばかり 

15 期活動計画委員会の 設置について」の 提案が行われた。 の 人々で歓談が 続き盛会であ った。 
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第 15 期日本学術会話役 

会 長 近藤 次郎 ( 第 5 部・経営工学 ) 

副会長 川田 侃 ( 第 2 部・政治学 ) 

副会長 漣漣 格 ( 第 4 部・生物科学 ) 

く各部役員 ノ 

第 I@B@ 部 長 肥田野 面 ( 心理時り 
副部長 弓削 達 ( 歴史学 ) 

幹 事 一番 ケ瀬 康子 ( 社会学 ) 
舟 山本 信 ( 哲学 ) 

第 2 音耳 部 長 西原 道雄 ( 民事法学 ) 

副部長 細谷 十樽 ( 政治学 ) 

幹 事 正田 彬 ( 社会法学 ) 

  山下 健次 ( 公法学 ) 

第 3 音 $ 部 長 大石 泰彦 ( 経済政策 ) 

  副部長 島袋 嘉 昌 ( 経営学 ) 

幹 事 岡本 康雄 ( 経営学 ) 

井 藤井 隆 ( 経済政策 ) 

第 4 部 部 長 中嶋 貞雄 ( 物理科学 ) 

副部長 田中 元治 ( 化学 ) 

幹 事 竹内 郁夫 ( 生物科学 ) 

  樋口 敬二 ( 地球物理学 ) 

第 5 音ト 部 長 岡村 総吾 ( 電子工学 ) 

副部長 市 @l@ 博信 ( 計測・制御工学 ) 
幹 事 内田 盛也 ( 応用化学 ) 

  増子 房 ( 金属工学 ) 

第 6 部         中 ll@ ョ 召 一郎 ( 農業総合科学 ) 
副部長 水間 豊 ( 畜産学 ) 

幹 事 志村 博康 ( 農業工学 ) 

ガ 平田 無 ( 農芸化学 ) 

第 7 部         岡田 晃 ( 社会医学 ) 

副部長 伊藤 正男 ( 生理科学 ) 

幹 事 渥美 和彦 ( 内科系科学 ) 

  金岡 祐一 ( 薬科学 ) 

( 注 ) かソコ 内は，所属部・ 専門 

平成 4 年 (1992 年 ) 度 共同主催国際会議 

本会議は，昭和 28 年以降，学術関係国際会議を 関係学術 
研究団体と共同主催してきたが ，平成 4 年 (1992 年 ) 度に 
は・次の 6 国際会議を開催することが ， 6 月 7 日の閣議で 

了解された。 ( かソコ 内は，各国際会議 

，第 9 回国際光合成会議 

( 平成 4 年 8 月 30 日 一 9 月 5 日，名古屋市 ) 

共催団体 : 日本植物生理学会 

  国際地質科学連合評議会 及ひ 第 29 回万国地質学会議 
( 平成 4 年 8 月 24 日 一 9 月 3 日・京都市 ) 

共催団体 : ( 杜 ) 東京地学協会 外 5 学会 

  第 5 回世界臨床薬理学会議 
( 平成 4 年 7 月 26 日 一 31 日，横浜市 ) 

共催団体 : 日本臨床薬理学会 

第 l5 期日本学術会議会 

この度任命された 210 人の第 15 期日本学術会議会員の 概 

要を以下に紹介する。 ( かソコ 内は前期 ) 

1  性別 梯子 207 人 (207 人 )  女子 3 人 (3 人 ) 
2  年齢別 50 一 54 歳 3 人 55 一 59 歳 29 人 

60 一 64 歳 105 人 65-69 歳 58 人 

70 一 74 歳 15 人 

最年長 74 歳 (76 歳 ) 
，最年少 54 歳 (51 歳 ) 
平均年齢 63,5 歳 (63.1 歳 ) 

3  勤務機関及び 職名別 
(1) 大学関係 国 立 大 学 71 人 (78 人 ) 

    公 立 大 学 2 人 (4 人 ) 
私 立 大 学 93 人 (88 人 ) 
そ の 他 3 人 (2 人 ) 
計 169 人 (172 人 ) 

(2@ 国公私立試験研究機関・ 病院等 11 人 (9 人 ) 

(3@  その他 法人・団体関係 9 人 (10 人 ) 
民 間 会 社 9 人 (6 人 ) 
  職 10 人 (13 人 ) 
そ   他 2 人 (0 八 ) 
計 30 人 (29 人 ) 

4  部・ 元 ・新 川 前       88 人 (109 人 ) 
万     3 人 (4 人 ) 
新       119 人 (97 人 ) 

5  地方則 ( 居住地 ) 北       4 人 (3 人 ) 
東 北 8 人 (6 人 ) 
関 東 133 人 (130 人 ) 
中 部 20 人 (17 人 ) 
近 畿 34 人 (42 人 ) 
中国 ・ 四国 5 人 (4 人 ) 
九州 ・ 沖縄 6 人 (8 人 ) 

( 注 ) 詳細については ， 日本学術会議月報 7 月号を参照   
  第 Jl 回国際光生物学会議 
( 平成 4 年 9fi7 日～ 12 日，京都市 ) 
共催団体 : 日本光生物学協会 

  射 Ⅱ回国際平和研究学会総会 
( 平成 4 年 7 月 27 日 -31 日，京都市 ) 
共催団体 : 日本平和学会 
  第 8 回国際バイオレオ ロジ 一会議 

( 平成 4 年 8 月 3 日 一 8 日，横浜市 ) 

共催団体 : 日本バイオレオロジー 学会 

御意見・お問い 合わせ等があ りましたら，下記ま 

でお寄せください。 

〒 106 東京都港区六本木 7-22-34 
日本学術会議広報委員会 電話 03(3403)6291 
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第 4 回船 仔 培養を用いた 発生毒性試験の 

開発に関するシンポジウム 

日 時 平成 3 年 11 月 30 日 C 土 )  P  M  l  :30 ～ 4  :30 
場 所 :  東京都立衛生学研究所 

会 費 ￥ 3, 0 0 0 

演 題     ㈹ 口 肩口蓋裂研究における 蛤仔培養の役割 

夏目 長門 ( 愛知学院大・ 歯 ・第二口腔覚科 ) 

(2) マウス初期胚の 培養と胚性幹細胞の 分離 

豊田 裕 ( 東大医科研・ 獣医学研究室 ) 

(3) 技術講座 く 4 ノ 

ラット，マウス 蛤仔培養を用いた 発生毒性試験における 薬物の 

投与方法と投与用量の 設定方法について 

横山 篤，秋田 正治，黒田 行帖 * C 鎌倉な子大・ 胎生 

栄養， * 麻布 大 ・生物科学研 ) 

事務局 : 〒 169 東京都新宿区百人町 3 一 24 一 Ⅰ 

東京都立衛生学研究所 

  小麻 昭夫 

L T E 03 一 3363 一 3231  ( 内線 405) 
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第 6 回「大学と科学」公開シンポジウム 日程・会場等一覧 

セ ソ シ " ソ名 
                  プ 代表者 

21 世紀の材料科学 堂山 昌男 

一 複合機能・高畦   
能 材料の新世界一 

） 

卵から 親へ 岡田 節人 

一生命体の発生一 ( 京都大学名誉教授 ) 

モソ ゴロイド 赤澤 威   ） 

人工知能とニュ 一口 

コソピュー タ 

( 東京大学工学部教授 ) 
一人智に近づく 

情報処理一 

ヒト の防御機構 高久 史麿 

一 アレルギーから 

エイズまで - 
（ 国立病院医霞。 セ ソタ一 ) 

開催日時   開催場所 

平成 3 年 経団連木一 ル 

12 月 18 日 ( 水 )  千代田区 

  大手町 Lg 円 

12 月 19 日 ( 木 ) 

平成 4 年 M I D シアター 

1 月 17 日 ( 金 )  大阪市中央区 

  城見 2- ト 61 

1 月 18 日 ( 土 )  蚕 06-94L0941 

平成 4 年 有楽町朝日 
ホール 

  1 月 24 日 ( 金 ) 

  
千代田区 
有楽町 2 円 丑 

1 月 25 日 ( 土 )  繋 03-3284-0131 

平成 4 年 経団連木一 ル 

1 月 27 日 ( 月 )  千代田区 

  大手町 ト 9 Ⅱ 

1 月 28 日 ( 火 )  %03-3284-1411 
  

平成 4 年。 有楽町朝日   
ホール 

2 月 4  日 ( 火 ) 

  
千代田区 
    有楽町 2-5-1 

2 月 5  日 ( 水 )  ㊧ 03-3284-0131 
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『卵から 親へ 一生命体の発生一刀プロヴラム 

平成 4 年Ⅰ 月 17 日 ( 金 ) ～ 18 日 ( 土 ) 

MI D シアタ一 

大阪市中央区城見 2 一 1 一 61 

電話 06 一 941 一 0 9 4 1 

平成 4 年 1 月 17 日 ( 金 ) 

  

竹内 郁夫 

岡田 節人 

A. 挨 拶 (9 :30 ～ 9 :40) 
  

第 6 回「大学と科学」公開シンポジウム 組織委員会 

文 部 省   
B. 総合講演 (9 : 40 ～ 10 : 25) 

司会 岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所長 

発生一生物の 語る生と死のドラマ 

京都大学名誉教授 

道夫 

盤古 

射幸 

嘉章 

清隆 

C. 卵一 からだの設計図をもった 細胞の謎を探る (10:25 ～ 14:55) 

司会 東京大学教授 大石 

1. 生殖細胞は体細胞とどのように 違うか 

筑波大学教授 岡田 

    
2. 動物の未受精卵はどうして 分裂しないのか 

久留米大学教授 位 方 

3. 卵 F 発生の能力を 付与するしくみ 

岡崎国立共同研究機構教授 長漬 

4. 動物の背腹 は卵の時代に 決まる   
九州大学教授 山名 

一 13  一 



D.  " かたち " の変化の謎を 探る (15: 15 ～ 17: 30) 

会 京都大学教授 志村 令郎 

1. 遺伝子操作が 明らかにする 哺乳類の胚発生の 制御 

  名古屋大学教授 近藤詩人 

2.  神経の回路はどのようにして 作り出されるか   
名古屋大学教授 ; 藤澤 肇 

3.  かたちの複製 一 トカゲのしっぽ 切りの話 一 

岡崎国立共同研究機構教授 江口 

  
平成 4 年 1 月 18 日 ( 土 )   

  
E. 発生をコソトロールする 物質を探る (9 : 30 ～ 11 : 45) 

司会 大阪大学細胞工学 セ ソタ 一 長 松原   
1. 動物の形づくりの 最初の分子シバナル 
            

2. 細胞はどのよ 
  

京都大学教授 付市 

3.  カイコの変態をコソ ドや @ ルする 脳 ホル千 

名古屋大学教授 石崎   
  
1. 手足の形を決める 遺伝子 %,           

東北大学助教授 黒岩   
2. 花のかたちを 支配するしくみに 迫る 

    
  岡崎国立共同研究機構助教授 岡田   
G  .  特別講演 (15  : 00 ～ 15  : 45) 

  司会 岡崎国立共同研究機構教授 江口 

生物がときほぐす 時間 

早稲田大学教授 中村 

吾朗 

謙一 
  

誠 

雅俊 

宏矩 

  

盤古 

屋 

清孝 

吾朗 

桂子 

一丁 甘一 



        
動 

  
く 新入会員 ノ 。   

( 氏 名 )   ( 住 所 ) ( ①テーマ，②材料 ) 

  田中 條・島根医大・ 解剖学教室 〒 693 出雲市塩冶 町 89 Ⅰ ①発生異常の 成因の解明 

  ②マウス， ラット， ウサ 

ギ， ヒト 

三浦 直行 阪大 ・細胞工学セ ソタ 〒 565 吹田市山田 丘 L3 ①哺乳類動物における 発 

          主調節遺伝子の 解析 

②マウス， ラ " ト 

平林 保治 帝人㈱生物工学研究所 〒 191 日野市旭 ケ丘 4-3-2  ① トラソスジヱ ニックマ 

ウス       

山崎 剣 早稲田大・教育。 生物 〒 16 ぬ 0 新宿区西早稲田 1-6-1 

字 

山崎由起子 三菱化成生命科学研究，〒 194 町田市南大谷 11     

所 哺乳発生生物     

  
木下 垂 日本医大」生物学教室 〒 2 は川崎市中原区小杉町 2- 

      297 一 2 

西川 伸一 熊本大・。 医 ・免疫医学， ソ 〒 860 熊本市本荘㌻ 2 円 

研究施設、 ，     
  

八田 稔 大 島根医大 93 出雲市塩冶 町 89 Ⅰ   
日下部員一 広島大・総合科学部。 。 〒 730 広島市中区東千田町 L 

    1-89 

許 再治 東大・医科学研・ 癌細 。 庁 108 港区白金台 4-6-1 

抱字 

中平 健祐 阪大 ・蛋白砥・機能 制 〒 565 吹田市山田 丘 3-2 

御 

一丁 5  一 

② MuS musculus 

① バフ ソウ ニ Na., K,- 

ATPase cDNA のシ 

一 クニ ゾス     

② バ フンウニ 、 。 

① gene targeting, gene 

trap 

②マウス 

①両生類胚の 誘導現象 

②アフリカツメガ 三ル 

①血液細胞の 発生と分 イヒ 

機構 

②マウス   

①中枢神経系の 発生 

②マウス， ヒト胎児 

①誘導と形態形成 

②キイ ロ ショウジョウバエ 

①哺乳動物における 発生 

分化 

②マウス， ラット ， ヒ @ 

①神経細胞の 発生分化 

②マウス 



  

宮村 毅 阪大 ・蛋白砥・蛋白質 〒 565 吹田市山田 丘 3 づ の神経系の初期発生 

機能制御 ②マウス 

㈱古谷 茂久 早稲田大・教育・ 生物 〒 冊瑚 新宿区西早稲田 1-6-1  ① ウニ胚 発生初期にお け 

学 る 蛋白質の化学修飾 

②ウ ニ 

㈱下野 明彦 名古屋大・ 理 ・分子生 〒 拙 -01 名古屋市千種区不老町 ①マウス 胚 発生における 

物 N-myc 遺伝子の機能 

解析 

②マウス 

小林 哲 国立衛生試験所 〒 158 世田谷区上用賀 1-18-1 ①卵の活性化 

②アフリカツメガエル 

㈱ 粂 昭苑 腹 太・蛋白 斑 ・機能 制 〒 565 吹田市山田 丘 3 リ ①外傷の治癒，再生 

御 ②アフリカツメガ ヱル，他 

く 住所，変更 ノ 

( 氏 名 ) ( 所 属 )   
岡田 稔 大阪青山短大・ 生物教室 〒 562 箕面市新稲 2 ⅡⅡ 1 

岸田 嘉一 岡山大・教育・ 生物学 〒 700 岡山市津島中㌻Ⅱ 1 

洋本 雌雄 東工大・生命理工・ 生体機構 〒 227 横浜市緑区長津田町 4259 

出口 和雄 帝京短大 〒 150 渋谷区本町 6 づⅡ 1 

毛利 秀雄 放送大学 〒 260 千葉市若葉 2- Ⅱ 

沢田 均 北天・ 薬 ・薬品生物 イヒ @ 〒 060 札幌市北区北 12 条 西 6 丁目 

浜崎 辰夫 東京 医 曲人・ 歯 ・歯科理工学 〒 113 文京区湯島 ト 5 Ⅱ 5 

長尾 慶和 雪印乳業㈱受精卵移植 研 〒㍾ 弔 苫小牧市 植苗 119 

㈱宇野 修正 ㈱ ，ドり 十字中央研究所 〒 573 枚方市招提大谷 2 づ 5H 

㈲高橋 雄 帝京大・ 薬 ・病態生化学 〒 柵冊 神奈川県津久井郡相模湖町 

㈱高倉 晩唐 〒 290 市原市互井 3387-5  ござめ寮 R-201 

岡田 節人 〒 606 京都市左京区下鴨 南 芝打 22 

㈱西方 敬人 甲南大・ 理 ・生物 〒 658 神戸市東灘区岡本 8 り 4 

㈱ 真寄 武 京都府立医大・ 病院病理部 〒 602 京都市上京区河原町 通 

広小路上 ル 梶井 町 465 

平岩 典子 理化研・ライフサイェンス 筑波 〒 305 つくば市高野台 3-1-1 

研究 セ ソタ 一 

一 16  一 



  

( 氏 名 )   
㈲ 向 正則 

小淵 洋一 龍 谷大・理工・ 電子情報 

片岡 裕子 

㈲前田 美香 理化研・フォトダイナミクス 

研究 セ ソタ 一 

学大隅 - 山下典子東京 医 商大・ 歯 ・ 顎研 発生 

㈲平野 敏夫 東大・医科研・ 細胞生物化学 

道端 粛 広島大・ 理 ・向島臨海実験所 

岸田 嘉一 

大 渕 昭良 岡崎国立共同研究機構・ 生理学 

( 住 所 )   

〒 724 東広島市西条大字下見 1680 円 

いちご 荘 325 

〒 甜 Ⅲ大津市瀬田大江町横谷 ト 5 

〒 862 熊本市帯出㌻ 245 

〒 989% 仙台市青葉区南吉成 138 円 

I CR ビル 

〒 皿 3 文京区湯島Ⅱ 5 Ⅱ 5 

〒 108 港区白金台 46H 

〒 722 広島県御調郡向島町子 汐 

〒 709-08 岡山県赤磐郡山陽町山陽団地 5 づ Ⅱ 6 

〒 444 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

研究所 

舘 郡 東大・ 農 ・応用動物科学 〒 103 文京区弥生 ト Ll 

嶋田 拓 広島大・ 理 ・動物 〒 724 東広島市鏡山 L3 Ⅱ 

赤坂 千治 同 上 

山田 一実   

山本 卓   

吉田 勝利   

木下 勉   

井筒 ゆみ   

く 退 会 ノ 

森中 敏行，神尾一彦，市川 純 彦 ，山形方人，唐沢健一郎 
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( 賛助会員 ) 

組織培養はバイ ン ツクス・ コ一 ニンクの岩城硝子㈱ 

生物学・生態学洋書のことならバリーン 洋書㈱ 

㈱武田薬品工業中央研究所 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 

日製産業株式会社 

〒 1 ㏄ 千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03-3214-6221 

〒 210  川崎市幸区塚越 2-260 

T  E  L  044-533-0470 

〒 532  大阪市淀川区十姉本町 2-17-85 

T  E  L  06-300-6835 
  

〒 460  名古屋市中区丸の 内 3-11-14 

T  E  L  052-971-6531 

〒 453  名古屋市中村区 石駅 4-6-18 

( 名古屋ビル 内 ) 

T  E  L  052-583-5846 

" イオ テクノロジ一で 未来をひらく㈱パイオ 科学研空所 

〒 990  山形市城西町 5 円 4 ヰ 

TEL  0286445030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102  千代田区九段南 4 ヨゴ 2 

TEL 03-3262-5256 

藤本理化 〒 113  文京区内 ケ丘 2-34-12 

T  E  L  03-3827-8151 

三菱化成生命科学研究所 〒 194 町田市南大谷 11 

T  E  L  0427-24-6226 

マウス・モノクローナル 抗体 ( ア申 抗体 ) は明治乳業㈱ 

〒 104  中央区京橋 2-3-6 

試薬及び理化学機器販売の 理科研㈱ 

科学の技術に 奉仕する理工学社 

T  E  L  03-3271-4333 

〒 463  名古屋市守山国元綱 2-107 

T  E  L  052-798-6151 

〒 113  文京区 本 駒込 5-9-10 

次代を担うバイオテクノロジ 一和耐薬㈱ 

T  E  L  03-3928-5211 

〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

T  E  L  075-721-0491 

(50 音順 ) 
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近年，ライフサイ ヱソス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 

注目が払われるよ う になってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ，日本を主に ， 

外国の発生学考を 混じえて約 900 名を結集しております。 発生学は， 言 5 までもなく医学・ 農学 

等の諸分野とも 深い関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題， 

癌細胞の基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学者の 大きな関心の 的になっております。 日本 発 

生生物学会は ，これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致して 

おります欧文 誌 "Development, GrowthandDifferentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学 

術雑誌として 高く評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 後承知のことと 存じます。 何卒，本 

学会趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよ 5 御願い申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「イソ フ オメーシ， ソ ・サーキュラー」誌上に 特記され， 

本 会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し 

受けております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

〒 113 東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 切 @ 取 g 線 

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

（   円 ) 

⑳
 

所
名
名
号
 

 
 

仕
合
抱
 電 
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広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， 

さまざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されてい 

る 学会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growthand Differentlation は，日本発生生物学会の 機関誌 

で年 6 回発行し，国内に 約 1,000 部，国外に約 f600 部配布致しております。 また会員には イ ソフォ 

メーシ， ン ・サーキ，ラ ー を年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是 

非 ご 協力頂きますよ う お願い致します。 

広 告 料 

DGD 本誌 l 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーショ ソ ・ 1 頁 年 3 回 30,000 円 

サ -- キ， ．ラ ー - 半 頁   15,000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会 

〒 皿 3  東京都文京区本郷 7 一 3 一 1 

東京大学理学部動物学教室内 線 切 @ 取 @ 

広告申し込み 書 

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 DGD 本誌 i 頁 

口   半頁 

ロ サーキュラー ェ 頁 

口   半頁 

佳 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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加熱冷却ユニット 低温， 1. 亘温そ盾環 7K く々 き 
実験台 L でも使用できるように 極めてコンパクトに き 

クーラー・ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん @ アト 

や 装置です。 薬品 液 にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却でを とめた低温恒温循環水槽です。 任意に設定することかできます。 水温は低温から 外部循環機能を 高温ま 
そなえておりますので   低温水槽のほか ，カラムの冷却   

オ @  .,q ノく ュベ 一 一 
。 クト一まとめた ，の恒温 槽 です。 空気または窒素カスを 試験管内に吹きつけ ，溶媒の蒸 

  ビーカーや小型の ; ! , 数本の厄温を 得る 発を促進し， 濃 糸宿時間を短縮する 装置です。 

用途に適しています。 形式 :JC  70 円 00 

外形司法 :350XIglXh540mm 
形式 :CTH-lo0( 加判曲用 型 )/CTC-l00( 加熱冷却型 ) 榊内 寸法 :300Xl20Xh70mm 
外形寸法 :146XT76Xh225mm/146X176Xh  nlm 温度範囲 : 室温 一 100 。 C 士 0 ． 4deg 
温度範囲 : 室温 十 h し 60 。 C/ 十 5 し 60 。 C 択出ノズル本数 :70 本   
温度精度 : 士 0.05 ㌧ 士 0 ュで ・ ヒーター :300W 
槽 材質 : ステンレス SUS304 空気ポンプ :20W 
槽内寸法 :98X100Xh5gmm 

  
電源Ⅱ 00V 

本体価格 : ￥ 98,000/ ￥ 168,000 

才 一 一バス 

菩冷 体の融解 速   一ルして恒温を 保つ， 温皮 の 温度 こ 設定でき す 。 

小型の巨 一でゆる物体の 温 輸送用コンテナ 低温での 亘温 輸送に   @ 結したら困るあ ら精度の高 い 恒温が得られます。 温度の設定はデジタル 式。 振 と う 装置付きもあ ります。 
威力を発揮します。 商用電源， 
型 バッテリーを 使用しないの ，式 :TGW   紺 三連Ⅴ TGW.5 面 漣 ) 

可動性に富みどこでも 使えます。 m 温度範囲 :0 一 50 で 
温度調節精度 辻 0.05 一生 0 ． l 。 C   形式 :CTC-422   

外形寸法 :407X1g3XH2g8mm 

庫内寸法 :246X  122XH200mm Ⅰ 令 i 東機 :200W/300W 

ヒーター :g0W  X  37X5 コントローラー : デシタル設定デシタル 表示 槽内寸法Ⅲ 50X260Xl50X3/>XR                                                                                                                                                                   

式 プランクド ン 濃縮装置 Ⅱ 力 キ スベ 一   

プランク ンを効率 よく 回収する装置です。 空気または 不 @   で 各種生物を 

プランクトン &tn 胞の崩壊が少なく ， 低 濃度で分布して 培養する装置で     空気を・ こ 給しながら 丁 

いる種類を観察することが 定圧を保っことができますの て 安定した 環境が得 
られます。 できます。 ろ過フれ はプラン 

クトンの体液が 混入しない     形式 :PI 203 

純水なものが 得られます。 最大使用圧力 :2.5kg/cm 
ろ 紙の表面は目詰まりしに 内 寸法     ゆ 1g0Xh440mm 

くく早い 河 速が得られます。 外形Ⅰ法り 280Xh530mm 

形式 :PCl5-S 本体材質 : 透明アクリル 

回収率 :80 一 95% 価格 : ￥ 198,000 ㎝ 圧 ポンプは 月 Ⅱ 

給水装置 減圧弁・安全弁 封           
  7 ; 面 4 アクア。 を ￥ : 98,000 株式会 ネ T  。 。 。 〒 l4 ド 、 策 京都 卸 Ⅱ 区西 五度白 2-l0 ぜ 。 " ぽ E ㌧億機 4 が -5.668/ 臥 X3%349%5688 。 ，   
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NK 武生物研究 
  

NK 式 色気低温桓温 器 ( 送風循環型 ) 
高精度普及型 

沌 その他いろいろを ク イ ブ があ ります。 

  

NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 0 送風循環型 ) 
四季の温度がプロヴラムで 自在に再現できます ソ 

型式 LP-l%LP.2 ㏄ LP 円 ㏄ 

社 倣 一 3P  一 3P  一 3 P 

宙貫 孟母 笘 4" 交接 05" 蚤溥 06" 楽器 ち 
温 度 十 5 せ +5 せ +5 せ 
    -45 で - 何せ -45 せ 

価格 49. 坊門 53. 防円 6% 円 

虫 ) 飼育の本格派 / 

回 
0LH 型 十 5 で -45 で 
価格 1 坪 1,190 ， 000 円 
より各種 

の LP 型 十 18 で -45 ち 

価格 1 坪 1,290 ， 000 円 
より各種 

未詳細はプレハブシリー 

ズ カタログをご 請求 下 
さい。 

N K 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 ) NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 ) 
無菌作業の能率アップにⅠ 

NKB 一 VS 一 850 NKB 一 VW 一 850 

4780,000 芋 1,200 ， 000 

NKB 一 VS 一 1300 NKB 一 VW 一 1300 

@880,000 辛 1,500 ， 000 

ゆ """ 。 "" 。 " 。 ' 作所 
本 社 〒 550 大阪市西区江戸 堀 l 丁目 19 番 224 号 奄話 大阪 06(44%07l2 ㈹ 

東京也其所 エ % 〒 〒 l83 583 束京都府中市緑 羽曳野市 駒ケ谷 W7053 5 番地 l 47 一 4 号 電話 音詩 府中 羽曳野 n)729(58)l919 042 町 65)3245 ㈹ ㈹ 
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生 細胞の染色に 

Ce@l り nker Technology に基づく細胞染色法で ，細胞膜 

に高親和性を 持つ新しいタイプの 蛍光色素 PKH2 または PKH26 
蛍光色素と希釈 液 とを組み合わせた ，細胞蛍光標識キットです． 

胞 機能に影響しません 
細胞と数分間混合するだけで ，先細胞をその 機能を損 ぅ ことなく染色 

可能で，細胞の 移動や増殖のモニタリンバに 大きな威力を 発揮します． 

便 です 
4% 釆 ，， Cr 等を用いて行われていた LAK 細胞のモニタリンクや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます ， 

定 です 
ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 では in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し 長期のモニタリンバが 可能です． 

Tumor  L0calization  of  PKH26  Labeled 

TILs. 

マウス肺癌組織に ? 受 @M  している・ PKH26 て。 
染色した IL-2 処理リンパ球が 観察されまず． 
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TOMY 

オートカメラユニット 

ぬゆ 。 

  AIC-200A 

も トランスイルミネーターは、 短波・中波・ 長波長と各種取り 揃えております。 

大浜 支 ロ 大坂 市 淀川区西中品 6 一 4 一 6 〒 5 ㏄ 
" 。 " 。 "" ㏄ " おお """ 。 "" ㏄ " ㏄ " 

株式会社・ ト 三一精工本社東京                                                                                                                                                                                                                           
M 芭 TE ヒ ( ㏄ 衿 273- ⑪㌍ Ⅰ AX ( ㏄ り 2 ね 一酌 舶 紐 Ⅱ 了三Ⅰ ( ㎎の B ㏄ 一リ乃 ト AX ( ㏄ り 8 ㏄ -5276 
つくば T 三 L ( ㏄㎝ ) 弘一㏄ハ ト AX ( ㏄㏄ ) 明一㏄Ⅱ U S A                             
持 市川一 T 三 LL ( Ⅲ㎝ ) ㎎ 一 6l111 Ⅰ AX ( 凹 ㏄ ) 何一 Ⅵ㏄ " 。 " 。 " め 。 "" ㏄ "                             
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せ巨 アフ 目 7  森脇和郎 / 庄野口武彦村松 喬 / 編集 
一 EC 組 胞による哺乳動物の 実験発生学一 

テラト一 ％の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期胚の 
A5 判・ 296 頁 細胞生物学・ 分子生物学的研究， EC 細胞のキメラ 動物への応用などについて ， 研 

定 Ⅰ 面 39]4 円 究の進展を紹介し ，その理論と 実験技術を解説．医学・ 生物学・薬学など 発生学， 
( 本体 3800 円 @  遺伝学に関心を 持っ方がたの 絶好の参考書です． 

  

 
 
 
 

妹尾主知 丸 加藤淑 捨 入谷 明 
鈴木枕 悦 舘 離 / 編集 

B5 判・ 480 頁 初期発生の基礎理論をはじめに 説明し，ついで 初期胚を研究対象とする 主要な実験 
定価 15450 円 研究法を解説してあ ります．生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学， 
休体 15000n@  生物学・農学・ 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です． 

AS 判 ・ 720 頁 

定価 10094  円 
( 本体 9800Fq) 

山根 紙 岡田善雄 堀川正克 黒木登志夫Ⅰ編集 

HVJ による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異による   
研究，あ るいは遺伝子組操法を 使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
モノバラフィ 二 医学・生物学・ 農学・薬学研究に 絶好の参考書です． 

〒 ll3 東京都文京区 本 駒込 5-9-l0  振替東京 l-34676  電話 03(828)52ll( 代 )  く図首 目録進呈 ) 

Ⅰ " 一 

Ⅰ 
一 か 試 

メルクではサザン・ノーザントランスファーとハイプリダイゼーションに 

用いる試薬を 調製し、 濃縮タイプまたは Ready-to-use タイプとして 取り揃 

えました。 

SSC 溶液 pH  7.0 デ ンハールト溶液 

20X 濃縮 液 900mI   50X 濃縮 液 l0ml 調製用 

オートタレーブ 済 @ 東市吉草色 兜畏品 

DNase 、 RNase 及 び 

protease ブ リ一 

な お 、 上記以外の関連製品及び 詳細にっきましては 下記までお問い 合せ下さい。 

 
 

東化 社 試薬事業本部                                                                                                                                           
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マイクロクーラー・プレートは、 室温から 一 25 。 C(ML- 
100) の範囲で 霜 ( 曇り ) を防止した状態で 設定した温 
度に自動制御します。 電子冷却方式の 為液体窒素が 
不要で、 更に 60mm シャー ン ーあ るいはスライドガラスが 
セットできる 広い透明冷却面となって し 吐す。 
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●「冷却タイフ @ 「加湿タイフ」のカタロ ク のこ請求は本社営業部へ。 
●フレート形状、 ガラス面への 穴 開け加工等御相談に 応じます。 

マイクロウオーム・プレートは、 透明なガラス 板の面全体 
が 発熱体ですのでひらのな い 均一な表面温度を 保ち 
ます。 ( 設定温度 : 室温 一 50 で ) 精密定温下での 培養   
本社営業部静岡県 里上 宮市姉日平 ]429 〒 418 

TE 」． (05%)2 ト 883]  FAX.(0 目 4)27-6060 
東京出張所了姉」． (03)3903-74]0 
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